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法政大学の第143回学位授与式（卒業式）が、３月２４日（月）に東京・日本武道館で行

われました。長野県支部のＬＩＮＥには、お世話になった役員の方々から多くのコメントや

写真が寄せられ、現役役員も一緒に学生たちの門出を祝いました。今回は、いただいたコメ

ントや写真を活用しながら「祝 卒業号」を発行いたします。

長野県支部三役より
ご卒業おめでとうございます。卒業生の皆さんは、コロナ禍に
入学し不自由な中での学生生活スタート。保護者の皆様も不安
な思いを持ちながらの日々だったのではないでしょうか。
そうした時期を乗り越え学生たちは、立派に逞しく成長され、
卒業の日を迎えました。これからは、法政で学んだ「自由を生き
抜く実践知」の意味を探しながら道を切り開き、日本の将来を
担ってください。
保護者の皆様、支部運営へのご協力ありがとうございました。
引き続き法政大学、後援会、長野県支部を温かく見守り、ご支援
賜りますようお願い申し上げます。

祝ご卒業！

子供が法政大学に入ってくれなかったら、
こんなに楽しい体験が出来なかったです。
皆さん本当にありがとうございました。

みなさまのおかげで楽しい4年間でした
感謝です
ありがとうございました
私もこれで子育て卒業です

おかげ様でウチの長男も卒業式を迎える
事ができました。
写真スポットはやっぱりかなりの大人数
なので、わぁーもう、よく分からないっ
て状態でした。
しかし校歌を聞いてしんみりしました。
今までありがとうございました

長野県支部のＬＩＮＥに寄せられた
コメント（抜粋）

グッズショップ
卒業記念は何かな？

卒業の次は入学。現役員は「新入生父母の集
い」の準備に入っています。
6月8日（日）10:00～松本市のアルピコプラザ
ホテルで開催。お知り合いで新入生のご家族が
いれば、集いへの出席、並びに支部役員への
参加をお声がけください。

「卒 業」 濱 隆裕 前長野県支部長
三月二十四日、春の温かい日差しの中、学位授与式が行われました。
会場となる日本武道館には、卒業生・そのご家族・関係者、多くの人の
笑顔でにぎわっていました。
私の息子が入学した２０２１年はコロナ禍の真っただ中にあり、父母
は入学式に参列する事はできませんでした。後援会活動も自粛が余儀な
くされ、活動内容も良く分からない中で後援会の役員となりました。
しかしコロナ禍があけ、父母の集い、支部総会、役員会、軽井沢慰霊
碑の献花、六大学野球、箱根駅伝の沿道応援、支部長会、様々な行事を
重ね多くの皆さんとの繋がりが出来ました。そして学位授与式では、長
野県支部のメンバーはもちろん、本部の皆さん、他の支部の皆さんと、
これから社会へ巣立つご子息の門出を一緒に祝う事が出来ました。息子
が入学した時を思うと、この様な良き日を迎える事が出来るとは想像も
できませんでした。
私はこの法政大学後援会はきっかけに過ぎないと思っています。これ
からもこの会で培った繋がりを大事にして行きたいと思います。
長野県支部の皆様にはいつもご協力いただきありがとうございました。

これからもこの暖かい法政大学後援会長野県支部を盛り上げていただき、
さらに良い会にしていただきたいと思います。四年間大変お世話になり
ました。

お忙しい中、濱前支部長に
ご寄稿いただきました。

濱ご夫妻と、圭裕さん（中央）

←圭裕（右）さんは体育会スケート部
スピード選手として活躍
左は、同部の山本慶汰さん（茅野市）
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